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教育長 課 長 主 幹 担当スタッフ 合  議 

決 
 

裁 

   
 

 
 
 

 
平成１9 年第１４回上富良野町教育委員会会議録 

 
 
１．平成１９年１２月６日（木）１３時３０分開会の第１４回上富良野町教育委員会は、 

上富良野町社会教育総合センターに招集された。 
 
 

２．開  会   平成１９年１２月６日  １３時３０分 
 
 
３．出席委員 

委員長  増 田 修 一 
委  員    菅 野 博 和 
委  員    菅 原 恵久子 

            委  員    三 熊 邦 彦 
            教育長  中 澤 良 隆 
 
４．欠席委員 

         
 
 
５．事務局職員 

教育振興課長          前 田   満 
            社会教育班主幹         菊 池 哲 雄 
            学校教育班主幹（記録）  藤 田 敏 明 
 
 
 
 
６．閉  会   平成１９年１２月６日  １３時５０分 
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発 言 者 発 言 の 要 旨 及 び 内 容 
菅野委員長代理 

 
 
 
学校教育班主幹 

 
 
 
 
 
委 員 長 
 
全 委 員 
 
委 員 長 
 
教 育 長 
 
委 員 長 
 
 
 
委 員 長 
 
 
 
教育振興課長 

 
 
 
委 員 長 
 
 
 
菅原委員 

開会宣言１３時３０分 
只今から平成１９年第１４回上富良野町教育委員会会議を開催いたします。 
前回の議事録承認について。事務局。 

 
前回の議事録につきましてご説明申し上げます。 
前回、平成 1９年１１月２７日開催の平成１９年第１３回教育委員会議事録について

ご報告申し上げます。議案第１号平成１９年度上富良野町児童生徒表彰の決定につい

てほか 1 件につき、ご審議をいただき、議案のとおり了しております。 
後ほど会議録をお回しいたしますので、署名方お願い申し上げます。 

  
会議録について、ご質問ご意見はありませんか。 
 
ありません。 

 
それでは、次に教育長から諸般の報告に入ります。 

    
   前回、第１３回教育委員会以降の諸般の報告説明。 
 
 前回の教育委員会以降の教育行政について教育長より報告をいただきましたが。何

かご質問ございますか。 
  （なしという声） 
 
 なければ議事に入ります。 
 日程第１議案第１号平成１９年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について、教

育振興課長より説明願います。 
 
ただ今上程いただきました日程第１議案第１号平成１９年度要保護及び準要保護児

童生徒の認定ついて報告いたします。 
（議案第１号資料朗読説明） 

 
教育振興課長から、日程第２議案第１号平成１9 年度要保護及び準要保護児童生徒の

認定について説明をいただきました。 
 これについて、何かご質問ございますか。 
 
 この件につきましては非常にかわいそうでありましたが、この母親については生活

保護を受給されるのか。 
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発 言 者 発 言 の 要 旨 及 び 内 容 
 
教育振興課長 
 
 
委 員 長 
 
教 育 長 
 
 
 
 
 

 
 
菅原委員 
 
教 育 長 
 
 
教育振興課長 
 
 
 
 
菅原委員 
 
教育振興課長 
 
菅原委員 
 
教育振興課長 
 
 
 
教 育 長 
 
委 員 長 
 

 
生活保護であれば要保護となるが、今回は準要保護ということての申請であり恐らく

生活保護の方は申請していないと思われます。 
 
 ほかにご質問ございますか。 
   
 夫がなくなった、別れたからすぐに申請があがってきているが、このやり方が本当に

良いのか問題意識をもっている。というのは生命保険を掛けていたり、母子家庭になっ

たことか、父子家庭もあるが父子家庭はおとうさんが働くものであり、なかなかこの時

点で苦しいのか判断は難しいと思われるが、制度的にこういう形でやっているので認め

ていくのが正しいのかなと思うが、どこかで線引きをしなければならないのではないか

と思っている。ただ、いますぐは他の町村の実態も見極めながら今後において考えてい

るということでご理解をお願いしたい。 
  
 現実には、なかなか保険が入ったかとか、聞けないのではないか。 
  
 生活保護については、通帳等をしっかり調べている。要保護の方はしっかりとした形

でいくが、準要保護については、あいまいにされるところがある。 
 
準要保護については、前年度の所得状況で調べていくことになっている。実質どうな

のかというと、前年から１．５から下げてきているが、離婚すればどうなのか。我々の

職権では入りこめないなかでどうしようか悩んでいる。あくまでも申請行為であるの

で、学校とも調整をしなければならないと考える。 
  
 親が学校に出向きおねがいするのか、それとも民生委員がきて申請するのか。 
  
 さまざまなケースがあるが、申請にいたるまでの経過も調べていきたい。 
 
どのようにして申請されているのか。 
 
申請書は学校を経由して出していただき、その中で学校長の意見も付してもらい教育

委員会にあがってくる。それを今度民生委員さんに意見を付していただき、民生委員会

で審議され、教育委員会に来ることになっている。 
 
問題意識をもっているということでご理解をねがいます。 
 
他に質問はありませんか。 
なければ、日程第１議案第１号平成１９年度要保護及び準要保護児童生徒の認定につ

いて別紙のとおりでよろしいか。 
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発 言 者 発 言 の 要 旨 及 び 内 容 
 
 
 
 
 
 
 

 （異議なしという声) 
 
以上をもちまして、本日の日程は全て終了しましたので、平成１９年第１４回教育委

員会は、閉会とします。 
 

閉会１３時５０分 
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   この会議次第は、書記の記録したものであるが、その内容の正確なことを証するため、 

ここに署名する。      

 

              委員長 

              委  員 

              委  員      

              委  員 

 
       調整者 


